
地域密着の針灸整骨院

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

地
域
の
清
掃
な
ど
長
年
の
活
動
に

趣
味
を
広
げ
る

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
の
本

中
日
新
聞
販
売
店
で
発
売
中

                     

〝
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
〟
と
ス
タ
ッ
フ
ら

な
ご
み
針
灸
整
骨
院

小
幡
院
　
　
　
　
　

　
小
幡
五
ノ
一
ノ
四

　
大
手
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
愛

知
県
エ
リ
ア
人
気
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
選
ば
れ
、
交
通
事
故

の
む
ち
打
ち
な
ど
の
治
療
か

ら
美
容
整
体
、
骨
盤
矯
正
ま

で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
る
接
骨
院
・
整
骨
院
。

　
知
識
・
技
能
・
経
験
豊
富

な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
在
籍

し
て
お
り
、
的
確
に
治
療
。

骨
と
、
そ
れ
を
支
え
る
筋
肉

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
体
の
状

態
を
整
え
る
「
筋
骨
バ
ラ
ン

ス
矯
正
法
」
は
、
好
評
を
得

て
い
る
独
自
の
技
術
。

　
充
実
し
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
が
完
備
さ
れ
、
肌
の
悩
み

し
ん
き
ゅ
う

を
解
決
す
る
健
康
美
容
鍼
灸

や
、
産
前
産
後
の
骨
盤
矯
正

と
い
っ
た
施
術
を
受
け
る
際

も
安
心
。
そ
の
ほ
か
、
交
通

事
故
に
関
す
る
専
門
的
な
事

務
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
密
着
で
、
皆
さ
ん

に
必
要
と
さ
れ
る
針
灸
整
骨

院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
同
院
。
本
紙
記
事
を
見
て

訪
れ
た
人
は
矯
正
を
半
額
、

ま
た
自
費
治
療
の
初
検
料
を

半
額
に
し
て
く
れ

る
と
の
こ
と
。

　
日
曜
・
祝
日
ほ

か
、
土
曜
の
午
後

定
休
。
受
付
時
間

は
午
前
九
時
―
午

後
〇
時
半
、
午
後

四
時
―
同
八
時
。

十
九
台
分
の
駐
車

場
あ
り
。
☎
（
２

１
７
）
９
５
４

０
。

　
お
な
じ
み
「
元
気
く
ん
・

ち
ゃ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

紙
面
に
登
場
し
て
く
れ
る
お

子
さ
ん
（
応
募
時
点
で
二
歳

未
満
の
方
が
対
象
）

を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
受
け
付

け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
本
人
一
人
で
写
っ

て
い
る
写
真
（
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
住
所

②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名
⑥

メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧

お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店

名
を
書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

受賞者の皆さんと関係者ら

こ
こ
ろ
を
満
た
す
仏
像
う
つ
し
描
き
菩
薩
編

わたしの塗り絵ＢＯＯ
Ｋ憧れのお店屋さん

樋
口
愉
美
子
の
ア
ッ

プ
リ
ケ
刺
し
ゅ
う

優勝の「オールフレンズ」準優勝の「フラワーズ」

混
合
の
部
で
優
勝
の

「
志
段
味
東
Ｂ
」

女
子
の
部
で
優
勝
の
「
志
段
味
東
」

　
守
山
区
保
健
環
境
委
員
会
に

よ
る
表
彰
式
が
先
月
十
四
日
、

守
山
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
小
幡
一

＝
で
行
わ
れ
、
地
域
の
清
掃
や

ご
み
分
別
へ
の
積
極
的
な
参
加

な
ど
、
長
年
活
動
し
て
い
る
人

に
表
彰
状
を
贈
っ
た
。

　
同
（
区
）
委
員
会

は
、
各
学
区
保
健
環
境

委
員
会
の
会
長
を
は
じ

め
区
役
所
や
保
健
所
ほ

か
で
構
成
。
表
彰
者
は

各
学
区
保
健
環
境
委
員

会
の
会
長
が
一
人
以
内

を
推
薦
し
、
区
委
員
会

で
決
定
し
て
い
る
。

　
十
六
回
目
と
な
っ
た

こ
と
し
は
北
条
美
恵
子

さ
ん
�
�
＝
大
牧
町
、

家
田
隆
彦
さ
ん
�
�
＝

西
城
二
、
鈴
木
秀
易
さ
ん
�
�

＝
町
南
＝
ら
を
選
出
。
多
目
的

ル
ー
ム
で
の
表
彰
式
に
は
受
賞

者
と
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席

し
、
区
委
員
会
の
小
川
勝
会
長

が
読
み
上
げ
て
一
人
一
人
に
手

渡
し
た
。

　
「
多
く
の
方
が
『
自
分
の
地

域
を
美
し
く
』
と
思
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
、
自
宅
周
辺
や
水
道
道
緑
地

の
清
掃
を
二
十
年
以
上
続
け
て

き
た
北
条
さ
ん
。
ま
た
、
六
年

に
わ
た
り
町
内
の
集
積
場
で
ご

み
の
分
別
を
手
伝
っ
て
き
た
鈴

木
さ
ん
は
「
受
賞
者
と
し
て
私

は
適
任
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
体
が

許
す
限
り
続
け
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
た
。

　
趣
味
の
領
域
を
広
げ

る
―
。
中
日
新
聞
販
売

店
で
は
、
日
本
ヴ
ォ
ー

グ
社
の
本
「
こ
こ
ろ
を

満
た
す
仏
像
う
つ
し
描

き
菩
薩
編
」
「
わ
た
し

の
塗
り
絵
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
憧

れ
の
お
店
屋
さ
ん
」

「
樋
口
愉
美
子
の
ア
ッ

プ
リ
ケ
刺
し
ゅ
う
」を
発
売
中
。

　
木
島
昌
利
・
曽
我
部
ゆ
か
り

著
「
こ
こ
ろ
を
満
た
す
～
」

は
、
美
し
い
十
九
菩
薩
の
立
像

・
画
相
を
、
鉛
筆
や
筆
ペ
ン
な

ど
あ
ら
ゆ
る
筆
記
具
に
対
応
さ

せ
て
お
り
、
写
仏
を
カ
ジ
ュ
ア

ル
に
楽
し
め
る
一
冊
。
定
価
千

二
百
九
十
六
円
（
税
込
み
）
。

　
井
田
千
秋
著
「
わ
た
し
の
塗

り
絵
～
」
は
パ
ン
屋
さ
ん
や
花

屋
さ
ん
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
な
ど

が
優
し
く
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
た
本
。
見
る
だ
け
で
楽
し

め
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
お
薦

め
。
千
百
八
十
八
円
（
同
）
。

　
「
樋
口
愉
美
子
の
～
」
は
、

著
者
で
も
あ
る
樋
口
さ
ん
が
初

め
て
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
テ
ー
マ
に

し
た
図
案
集
。
花
や
植
物
を
中

心
に
、
昆
虫
や
鳥

ほ
か
の
モ
チ
ー
フ

を
絶
妙
な
色
使
い

と
間
合
い
で
展
開

し
、
バ
ッ
グ
や
ポ

ー
チ
へ
仕
立
て

る
。
初
心
者
も
手

軽
に
挑
戦
で
き
る

基
礎
解
説
付
き
。

千
四
百
四
円
（
同
）
。

　
注
文
は
一
冊
か
ら
Ｏ
Ｋ
。
最

寄
り
の
中
日
新
聞
販
売
店
が
受

け
付
け
、
自
宅
へ
届
け
る
。

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
女
性

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
六
月
十

日
・
十
七
日
、
守
山
区
仮
設
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　
〈
一
・
二
回
戦
〉
マ
ド
ン
ナ

�
―
７
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ
、
オ

ー
ル
フ
レ
ン
ズ
２
―
０
金
屋
フ

ァ
ミ
リ
ー
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
３
―

１
マ
ド
ン
ナ
〈
決
勝
〉
オ
ー
ル

フ
レ
ン
ズ
７
―
０
フ
ラ
ワ
ー
ズ

◇
　
　
　
　
◇

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
（
六
月
十
七
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
２
競
技

場
）
＝
中
日
新
聞
社
後
援

　
▽
混
合
の
部
①
志
段
味
東
Ｂ

②
志
段
味
東
Ａ

　
▽
女
子
の
部
①
志
段
味
東

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
一
般
対
象
。
当
日
受
け
付

け
、
雨
天
決
行
。
無
料
（
た
だ

し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て
大

人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
志

段
味
地
区
会
館

　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
（
前
�
・
�
―
受
け
付

け
）
、
志
段
味
地
区
会
館
。
※

問
い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎

（
７
９
６
）
１
５
０
１
へ
。
リ

ズ
ム
遊
び
を
楽
し
め
る
親
子
コ

ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
育
児
・
健

康
相
談
も
。
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
対
象
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
金
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」
の
皆
さ
ん
が
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
修
理
。
一
般
対
象
。
無

料
（
修
理
不
可
や
部
品
代
な
ど

実
費
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
）

　
◇
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
�
日
（
水
）
後
１
・
�
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
昔
懐
か
し
い

思
い
出
話
を
す
る
と
い
っ
た
回

想
法
の
内
容
で
、
脳
を
生
き
生

き
元
気
に
。
市
内
在
住
、
六
十

歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
健
康
も
り
モ
リ
ッ
ス
�
体

操
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
�
日
（
土
）
前
�
―
正
午
、

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
７
５
８
）
２
０
１
１
へ
。
志

段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
長
谷

川
圭
亮
さ
ん
が
講
師
に
な
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
肩
も
み

な
ど
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
行

う
体
操
を
指
導
。
受
講
後
に
地

域
で
普
及
活
動
を
手
伝
え
る
人

対
象
、
先
着
三
十
人
。
無
料

　
◇
調
べ
学
習
講
座
～
夏
休
み

の
自
由
研
究
お
助
け
隊
～

　
�
日
（
月
）
①
前
�
―
正
午

②
後
１
―
３
、
志
段
味
図
書
館

☎
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
①

「
テ
ー
マ
の
決
め
方
な
ど
」
②

「
個
人
調
べ
学
習
」
の
内
容

で
、
①
の
み
の
参
加
も
可
。
筆

記
用
具
、
ノ
ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト

用
紙
な
ど
を
持
参
。
※
申
し
込

み
は
�
日
（
月
・
祝
）
前
�

―
、
同
館
ま
た
は
電
話
で
受
け

付
け
。
小
学
四
年
生
―
中
学
生

対
象
（
保
護
者
同
伴
可
）
、
先

着
十
二
人
。
無
料

し
ぼ
り

　
◇
な
ご
や
伝
統
工
芸
「
絞
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
�
　

８
月
８
日
（
水
）
後
２
―

４
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）

６

２

８

８
。

簡

単

な

〝
絞
〟
の
技
法
で
染
色
を
体

験
。
当
日
は
汚
れ
て
も
い
い
服

装
で
、
染
め
た
い
も
の
一
点

（
綿
１
０
０
％
、
で
き
れ
ば
白

色
）
を
持
参
。
※
申
し
込
み
は

�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
、
同

館
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。

小
学
生
―
一
般
対
象
、
先
着
二

十
人
。
染
料
費
実
費
（
ハ
ン
カ

チ
五
十
円
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ

百
円
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
四
百
円
）

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

花
言
葉
思
い
て
「
の
ぞ
み
」
の

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
よ
り
花
咲
き
匂
う

里
山
見
お
り
　
　
深
水
　
十
馬

あ

新
幹
線
、
日
本
に
生
れ
て
五
十

年
今
や
英
語
に
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
あ
り
　
高
橋
　
正
幸

見
知
ら
ざ
る
婦
人
に
賜
び
し
お

む
す
び
に
疲
れ
緩
び
き
ひ
か
り

号
の
旅
　
　
　
　
松
原
　
弘
子

列
島
の
改
造
担
っ
た
新
幹
線
リ

ニ
ア
に
ま
け
ず
奔
れ
よ
は
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
中
村
不
早
子

三
河
路
を
ゆ
く
鈍
行
を
よ
ぎ
り

た
る
「
ひ
か
り
」
た
ち
ま
ち
視

界
よ
り
消
ゆ
　
　
加
藤
　
繁
子

照
り
翳
る
時
を
越
え
こ
し
お
だ

し
さ
に
老
い
ふ
た
り
在
す
「
ひ

か
り
」
の
座
席
　
菊
池
　
隆
子

何
回
も
新
幹
線
で
通
過
し
た
姫

路
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
勝
子

窓
外
の
景
色
楽
し
む
新
幹
線
膝

元
に
ゆ
け
ど
富
士
山
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
静
子

こ
め
か
み

卓
球
の
打
ち
合
ふ
音
が
顳
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に

痛
し
風
邪
熱
兆
す
ゆ
ふ
べ
は

　
柴
崎
　
郁
子

見
返
れ
ば
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が
足
跡
の
つ
づ
く

浜
鳴
き
砂
の
音
の
幽
か
に
聞
こ

ゆ
　
　
　
　
　
　
岩
田
佐
智
子

国
宝
の
松
江
城
指
し
ゆ
く
と
き

を
雨
降
り
や
ま
ず
遥
々
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
広
子

青
田
縫
ひ
７
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０
系
の
カ
モ
ノ

す
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ハ
シ
辷
り
し
づ
か
に
流
線
を
描

く
　

岡
　
美
沙
子

〔２〕２０１８年（平成３０年）７月１４日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


